






要約:川崎病の急性期 2 ヵ月間に胸部レントゲン写真,心電図,断層心エコー図上異常を認

めなかった 955 例の遠隔期成績について検討した。遠隔期に冠動脈病変を認めた症例は 4

例と,まれで,いずれも軽症例であった。4例のうち最後に冠動脈病変が発見されたのは,ほ

ぼ 2年後で,繰り返し行った諸検査が正常であった例については,その後異常は認めなかっ

た。発症後 2年間,定期的検査で異常を認めなかった症例については,その後の経過観察に

幅をもたせてよいのではないかと思われる。 


